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2017年度にスタートした本事業は、機械装置の性能を支える歯車用鉄鋼材料の品質を効率的に且つ適正に評価できる新開発の検査装置を基に実使用鋼材のフィールドでの有用性を担保、確立するための新評価法確立と合わせて、当該の評価法を日本製の機械装置の性能向上と鉄鋼品質安定化に寄与し、国際競争力を高める強力な武器とすることを目的に、将来の新ＪＩＳ規格原案作成をめざした活動を実施してきました。
昨年度はＪＫＡ補助事業（ものづくり事業）の認定を受け、評価装置モニター機の製作とJIS規格制定に向けた鋼材サンプルの評価を中心に事業を進め、昨年10月にはＪＧＭＡ規格制定委員会を発足しました。
[bookmark: _GoBack]本年度も昨年度に引き続きＪＫＡ補助事業（国際規格化事業）の認定を受け、本年度中のＪＧＭＡ規格制定を推進するとともに、昨年度新たに製作した評価装置による鋼材評価サービスを展開し、会員企業様はじめ国内関係方面へ有用な評価手法として認知、活用して頂くと共に、ＪＩＳ規格化へのステップアップを進めます。

１．事業の概要　
　１）事業名：機械の信頼性向上のための鋼材評価新手法のフィールド評価とJIS規格原案の作成
２）事業者：一般社団法人日本歯車工業会
　３）目標：効率的に鋼材品質を適正に評価できる新検査法の実用性を確認し、機械装置の信頼性の元となる機械部品の品質を向上させ、日本の製品の安全性、信頼性の向上を図ることを目的とする。　

２．事業規模
総額　1,200万円　　（補助金899万円　自己負担金301万円）
期間　1年間（2019年4月1日～2020年3月31日）

３．事業資金募集
　 一口20万円として、総額301万円を当会会員企業から募集する。

４．事業資金応募企業の特典
　　応募企業は、自社が実使用する鋼材評価測定を初回について優先的且つ無償で行える。
ただし、TP製作は自社で実施頂くか依頼される場合は実費請求とする。

５．長期計画（～2021年度）
　　2021年度に至るJIS規格化までを視野に、複数年にわたる開発事業として、普及と実用化を図る目的で当該事業を計画した。本開発事業は歯車産業に留まらず、機械産業全体に関わる問題を解決に導くものでもあると期待され、会員各位の重ねてのご理解とご支援を賜りたいと存じます。

６．審議・承認事項
　 (1)　JKA補助金及び協賛金（自己負担金）を前提にした補助事業の推進
（2)　昨年度の協賛金繰越し金の本年度への充当
